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寝屋川市告示第 243 号                        

 

入 札 公 告 

 

寝屋川市本庁舎清掃等業務委託について、下記のとおり総合評価制限付一般競

争入札を行うので、地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号。以下「施行令」

という。）第 167 条の６及び第 167 条の 10 の２第６項の規定により公告する。 

 

令和５年６月 30 日 

 

寝屋川市長 広瀬 慶輔    

 

 

１ 入札に付する事項 

 ⑴ 業 務 名  

寝屋川市本庁舎清掃等業務委託 

 ⑵ 履行場所  

寝屋川市本町１番１号及び豊野町 15 番 10 号 

 ⑶ 履行期間  

令和５年 10 月１日から令和８年９月 30 日まで 

施行令第 167 条の 17 及び寝屋川市長期継続契約を締結することができる

契約を定める条例（平成 16 年寝屋川市条例第 22 号）の規定による長期継続

契約とし、翌年度以降の予算に減額等があった場合は、契約を変更し又は解

除することができるものとする。 

⑷ 業務概要  

 ア 日常清掃 

 イ 日常巡回清掃 

 ウ その他清掃 
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 エ 害虫等防除 

 オ 空気環境測定 

 （詳細は、発注仕様書のとおり） 

 ⑸ 評価基準価格について 

   本入札では、価格評価の評価項目に評価基準価格を設定している。なお、

入札金額が評価基準価格を下回っても無効とならない。 

⑹ 支払条件 

毎月払い 

   １か月毎の業務が完了し、検査に合格したときは、当該月分の業務委託料

を支払うものとする。 

 

２ 入札参加資格等条件 

  寝屋川市の令和５年度入札参加資格者名簿に登録している者のうち、次に掲

げる要件をすべて満たしていることを条件とする。 

 ⑴ 施行令第 167 条の４第１項及び第２項の規定に該当しない者であること。 

⑵ 会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）第 17 条又は民事再生法（平成 11

年法律第 225 号）第 21 条の規定による更生手続又は再生手続の開始の申立

てがなされた場合は、更生計画の認可決定又は再生計画の認可決定がなされ

ていること。 

⑶ 公告の日から入札の日までの間において、寝屋川市建設工事等指名停止要

綱(平成 15 年４月１日制定)に基づく指名停止の措置を受けていないこと。 

⑷ 公告の日から入札の日までの間において、寝屋川市暴力団排除措置要綱

(平成 23 年３月 11 日制定)により入札参加除外の措置を受けていないこと。 

⑸ 公告の日から入札の日までの間において、寝屋川市暴力団排除条例（平成

25 年寝屋川市条例第 20 号）第２条に規定する暴力団員又は暴力団密接関係

者でないこと。 

⑹ 過去３年間において労働基準法（昭和 22 年法律第 49 号）、最低賃金法（昭

和 34 年法律第 137 号）、労働安全衛生法（昭和 47 年法律第 57 号）等労働

関係法令の規定又はこれらの規定に基づく命令若しくは処分に違反してい
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ないこと。 

⑺ 寝屋川市の入札参加資格者名簿に、役務の提供（委託）で施設総合管理（コ

ード 500001）又は庁舎清掃(コード 501001)で登録を受けていること。 

⑻ 寝屋川市の入札参加資格者名簿に令和３年４月１日から継続登録し、過去

10 年以内に受注した、清掃面積 10,000 ㎡以上、履行実績 1 年以上の清掃業

務又は施設総合管理業務（清掃業務、設備点検業務、環境衛生管理業務等を

いう。以下同じ。）の元請実績を有すること（実績は、入札参加申請時に業

務の履行が完了しているものに限る。）。 

⑼ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律(昭和 45 年法律第 20 号)

第 12 条の２第１項第１号又は第８号に掲げる事業について登録をしている

者であること。 

⑽ 落札者決定後における情報の公表及び寝屋川市情報公開条例（平成９年寝

屋川市条例第９号）に基づく情報の公開について同意できる者であること。 

 

３ 入札参加資格申請書類の提出 

⑴ 入札参加申請書類、様式、仕様書等は、寝屋川市ホームページ契約課掲示

板（以下「市ホームページ」という。）からダウンロードすること。 

⑵ 競争入札参加資格に該当し、入札に参加を希望する者（以下「参加希望者」

という。）は、次に掲げる書類（以下「関係書類」という。）を以下の方法に

より提出し、寝屋川市の入札参加資格の審査を受けなければならない。なお、

提出期限までに関係書類を提出しない者又は入札参加資格がないと認めら

れた者は、本入札に参加することができない。 

⑶ 郵送又は持参により提出する書類 

ア 総合評価制限付一般競争入札参加申請書（様式１） 

イ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則（昭和 46 年厚

生省令第２号）第 32 条の登録証明書の写し 

ウ 準市内業者においては、法人等設立（開設）申告書の写し 

 エ 委託業務の実績一覧表（様式５）及び実績に係る契約書の写し、仕様書 

  等 
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 オ 誓約書（様式７） 

 カ 長形３号封筒（404 円切手を貼付し、返送先を記入すること。） 

 キ 提出期限 令和５年７月 14 日（金）午後５時必着 

ク 提出方法 アからカまでの書類（以下「申請書等」という。）を原則郵

送にて提出すること。 

ケ 提出部数 １部 

コ 提 出 先 寝屋川市本町１番１号 

寝屋川市役所 本庁舎３階 寝屋川市総務部契約課 

 

３ 入札参加資格の確認の結果の通知 

  申請書受領後、入札参加資格の確認を行い、その結果通知書を令和５年７月

19 日（水）に発送し、通知する。 

なお、入札参加資格がないと認めた者には、その理由を付して通知する。 

 

４ 質疑回答 

⑴ 質疑の受付は、電子メールのみとする。件名『寝屋川市本庁舎清掃等業務

委託の質疑書』並びに会社名及び担当者名を必ず明記すること。 

（＊質疑書の様式は、市ホームページからダウンロードすること。） 

⑵ 質疑締切日 

令和５年７月 26 日（水） 正午まで 

【 質疑メール送付先 shitugi-nyusatu@city.neyagawa.osaka.jp】 

⑶ 質疑の回答 

令和５年７月 28 日（金）午後１時から市ホームページに掲載する。 

 

５ 技術評価点に係る書類の提出 

⑴ 提出書類 

「清掃業務委託総合評価制限付一般競争入札評価基準・採点基準」（以下

「評価基準・採点基準」という。）中の提出書類欄に記載のある書類 
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  ア 提出が必須となるもの 

   (ア) 作業計画表（任意様式） 

   (イ) 業務実施体制（任意様式） 

   (ウ) 損益計算書（直前 1 年分）及びその内訳書（任意様式） 

   (エ) 雇用における地元貢献（様式６） 

  イ 提出が任意であるもの 

   (ア) 研修実施報告書（様式３） 

   (イ) 研修実施計画書（様式４） 

   (ウ) 品質ＩＳＯ9001 登録証又は申請中である旨の証明書（写し） 

   (エ) 苦情処理要領（マニュアル等）（任意様式） 

   (オ) 自主検査体制に関する規定等（任意様式） 

   (カ) 自主検査体制計画書（任意様式） 

   (キ) 障害者雇用状況報告書（任意様式） 

   (ク) 育児・介護休暇制度等の就業規則（任意様式） 

   (ケ) 環境ＩＳＯ14001 の登録証又は申請中である旨の証明書（写し） 

   (コ) ハラスメント防止の社内規定（任意様式） 

   (サ) 長時間労働削減への取組に関する内容等（任意様式） 

   (シ) 女性管理職の状況（様式８） 

   (ス) 災害協力に関する提案書（様式９） 

   (セ) 人権研修実施報告書（様式 10） 

⑵ 提出期限 令和５年８月８日（火）午後５時まで 

⑶ 提出方法 上記⑴ア及びイの書類を提出書類一覧の順にＡ４ファイルに

綴じ、背表紙に会社名を記入し郵送又は持参すること。（郵送は書留等差出

記録の残るものに限る。） 

⑷ 提出部数 正副１部 

※ 副本は正本をそのまま複写し、法人名やロゴマークなど参加希望者が特

定できる部分を全て黒塗り（マスキング）のうえ、黒塗り（マスキング）

した副本を提出してください。 

黒塗り（マスキング）されていない副本は受理しません。 
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⑸ 提 出 先 寝屋川市本町１番１号 

寝屋川市役所 本庁舎３階 寝屋川市総務部契約課 

※ 提出期限後における関係書類の書換え、引換え又は撤回をすることはで

きないものとする。ただし、提出期限までにあっては、可とする。 

※ 関係書類の作成に係る費用は、提出者の負担とする。 

※ 提出された関係書類は、原則として返却しない。 

※ 提出後における関係書類について、ヒアリングを行うことがある。なお、

その場合においては、参加希望者へ連絡を行う。 

 

６ 入札書の提出 

⑴ 以下の点に留意して入札書（様式２）及び価格内訳書（任意様式）（以下

「入札書等」という。）を作成すること。 

ア 入札書は、年額の 12 か月均等払いの月額（消費税及び地方消費税の額を

除いた額）を記載すること。 

イ 入札書に記載する金額は円単位とし、金額の先頭には『\』又は『金』と

記入すること。会社の所在地、商号又は名称及び代表者職を記入し、代表

者氏名を署名又は記名押印（本市に届出した使用印鑑）すること。 

ウ 価格内訳書は、年額の費用（消費税及び地方消費税の額を除いた額）を

記載すること。 

エ 入札金額（月額）の 12 か月分と価格内訳書（年額）の合計金額は、一致

していること。 

オ 入札は３回まで行うものとし、入札書に記載する入札金額については、 

「１回目の入札書金額＞２回目の入札書金額＞３回目の入札書金額」 

となるように記入すること。なお、１回目のみの入札も可能とし、その

場合２回目以降は辞退とみなす。 

カ 入札書と価格内訳書は、 

『寝屋川市本庁舎清掃等業務委託入札書１回目』 

『寝屋川市本庁舎清掃等業務委託入札書２回目』 

『寝屋川市本庁舎清掃等業務委託入札書３回目』 
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とそれぞれ朱書きした内封筒（封筒の裏面には、差出元である会社の所

在地、商号又は名称及び代表者職氏名を記入のこと。）に厳封したもの

を、下記「⑶ 提出先」の宛先等を記載した外封筒に入れて郵送するこ

と。 

キ 落札後、開札を行わなかった入札書等について 

原則、シュレッダー処分を行うが、返信が必要な場合は、返信用封筒 

（簡易書留分の料金の切手を貼ったもので、返送先を記入すること。)を同

封すること。受取人払いの場合は、簡易書留郵便対応のものを提出すること。 

⑵ 提出期限及び提出方法 

 令和５年８月 24 日（木）までに「一般書留郵便」又は「簡易書留郵便」

で郵送により寝屋川郵便局（寝屋川市総務部契約課宛（寝屋川郵便局留め））

に必着すること。 

  なお、入札が終わるまで、差出控えを保管しておくこと。指定した郵送方

法以外での入札書等は受け付けない。 

⑶ 提 出 先 寝屋川市本町１番１号 

寝屋川市総務部契約課宛（寝屋川郵便局留め） 

 

７ 技術点の公表 

  技術点の採点結果については、開札日当日の開札時間前に、各社へ個別に連

絡する。 

 

８ 開 札 

⑴ 日 時 

  令和５年８月 25 日（金）午前 11 時 00 分 

⑵ 場 所 

  寝屋川市本町１番１号 寝屋川市役所本庁舎３階 入札室 

 ※ 入札者又はその代理人の立会は出来ません。 

⑶ 開札は、複数の寝屋川市職員が行うものとする。 
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９ 再度の入札 

開札の結果、予定価格の制限の範囲内の入札がない場合は当該開札の終了後

直ちに再度の入札を行う。再度入札は２回まで行うこととする。 

※ 上記６⑴カの『寝屋川市本庁舎清掃等業務委託入札書２回目』、 

『寝屋川市本庁舎清掃等業務委託入札書３回目』の順で行う。 

 

10 落札者決定基準 

落札者の決定に係る基準は、「評価基準・採点基準」のとおりとする。 

 

11 落札者の決定方法等 

⑴ 「評価基準・採点基準」中、各評価項目につき評価及び採点を行い、合計

点の最も高い入札参加者を選定し、落札者と決定する。 

合計点に差がない者が２者以上ある場合は入札金額の低い者を選定し、入

札金額も同額の場合はくじにより選定する。 

⑵ 入札書及び価格内訳書の提出がない者は、失格とする。 

⑶ 「評価基準・採点基準」中、各評価項目において提出書類を提出しない者

（未記入を含む。）は、当該評価項目の評価を得ることができないものとす

る。ただし、「評価基準・採点基準」中、「２技術的評価(1)の業務体制」の

提出書類について提出しない者は、失格とする。 

 

12 入札結果の公表方法 

落札者が決定したときは、速やかに入札結果を市ホームページにて公表する。 

なお、入札参加者名及び入札参加者別評価点（「清掃業務委託総合評価制限

付一般競争入札評価基準・採点基準」中、評価項目ごとの総点及び個別点並び

にこれらの合計点）は、公表するものとする。 

 

13 個人情報の取扱い 

寝屋川市への提出書類に含まれる個人情報（氏名等）、第三者に係る情報等

については、本入札における関係書類及び開札後提出書類の内容の確認に使用
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される旨、予め当該者の同意を得ておくこと。 

 

14 スケジュール 

日 時 等 項  目 

令和５年６月 30 日(金) 公告・質疑受付・設計図書ダウンロード開始 

令和５年７月 14 日(金)午後５時必着 参加申請 提出締切  

令和５年７月 19 日(水) 入札参加資格確認通知書の発送 

令和５年７月 26 日(水)正午まで 質疑締切 

令和５年７月 28 日(金)午後１時 質疑回答（市ホームページ） 

令和５年８月８日(火) 午後５時必着 提案資料の提出締切 

令和５年８月 24 日(木) 必着 入札書の提出締切 

令和５年８月 25 日(金)午前 11 時まで 技術点の公表（個別連絡） 

令和５年８月 25 日(金)午前 11 時 00 分 開札 

 

15 入札保証金 

寝屋川市契約規則(昭和 50 年寝屋川市規則第 32 号)第７条第２号により免除

とする。ただし、落札者が指定した期限までに契約を締結しないときは、落札

金額の 100 分の５に相当する金額を違約金として徴する。 

 

16 契約の締結 

⑴ 契約書は、寝屋川市所定のものを使用する。 

⑵ 契約の締結に際しては、契約金額の 100 分の 10 以上の額の契約保証金を

納めなければならない。 

⑶ 次のいずれかに該当するときは、契約保証金を免除する。 

ア 保険会社との間に寝屋川市を被保険者とする履行保証保険契約を締結

したとき。 

イ 委託を受けた保険会社と業務履行保証契約を締結したとき。 

⑷ 労働関係法令を遵守する誓約書を提出しなければならない。 
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17 契約条項（契約書）を示す場所 

 寝屋川市本町１番１号 寝屋川市総務部契約課（寝屋川市役所本庁舎３階） 

 

18 入札参加資格の取消し等 

⑴ 入札参加資格者であっても次のアからオのいずれかに該当する場合は、入

札参加資格を取り消すものとする。 

ア 寝屋川市建設工事等指名停止要綱に基づく指名停止の措置を受けたと

き又は同要綱別表に掲げる措置事由に該当したとき。 

イ 寝屋川市暴力団排除措置要綱に基づく入札参加除外の措置を受けたと

き又は同要綱別表に掲げる措置要件に該当したとき。 

ウ 営業停止の処分又は委託業務を行うに必要とする許可等が取り消され

たとき。 

エ 入札参加資格のいずれかを欠くこととなったとき。 

オ 申請書等の作成に係る虚偽内容、不正行為等が認められたとき。 

⑵ 落札者の決定の日から契約締結日までの間において、落札者が上記の各号

のいずれかに該当する場合は、当該落札者と契約を締結しない。 

 

19 入札の辞退 

⑴ 入札参加者は、落札者を決定するまでに、入札を辞退することができる。 

⑵ 入札参加者が入札を辞退するときは、辞退届を寝屋川市総務部契約課に提

出するものとする。 

 

20 入札の無効 

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

⑴ 本入札に関する諸条件を満たさない入札参加者又は虚偽の申請を行った

者のした入札。 

⑵ 寝屋川市契約規則（昭和 50 年寝屋川市規則第 32 号）に規定する無効要件

に該当する入札。 

⑶ 関係書類が指定以外の方法で寝屋川市総務部契約課へ届けられたとき。 
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⑷ 関係書類に代表者氏名の署名又は記名押印（本市に届出した使用印鑑）が

ないとき。 

⑸ その他入札に関する条件に違反した者の入札。 

 

21 入札の中止 

不正な入札が行われるおそれがあると認めるときは、入札を中止する。 

 

22 談合その他不正行為の対応 

本入札について、談合等その他不正行為が認められた場合は、寝屋川市談合

情報対応マニュアル（平成 25 年４月１日制定）に基づき、公正取引委員会及

び警察当局へ通報するなど、厳正に対応する。 

 

23 秘密の保持 

⑴ 受注者は、この契約を履行するに当たって知り得た秘密を漏らしてはなら

ない。 

⑵ 受注者は、寝屋川市の承諾なく、成果物（未完成の成果物及び業務を行う

上で得られた記録等を含む。）を第三者に閲覧させ、 複写させ、又は譲渡し

てはならない。 

 

24 変更情報等 

  この入札に関し、質疑、回答のほか、変更情報等は市ホームページに掲載す

るので留意すること。 

 

25 問合せ先 

寝屋川市本町１番１号 

寝屋川市総務部契約課（寝屋川市役所本庁舎３階） 

電話（072）825-2594（内線 2261） 
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26 外部委員 

施行令第 167 条の 10 の２第４項及び第５項の規定により、学識経験を有す

る者の意見を聴取している。 

外部委員（50 音順） 

弁護士 大𡌛 敢 氏 

公認会計士 勝山 武彦 氏 


